
令和５年度学校評価(中間)             学校名（宮島小・中学校） 
評価計画 自己評価 

コメント 改善方策 
中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 中間8月 最終2月 達成度 評価 結果と課題の分析 

小中一貫教

育のよさを

最大限に生

かす学校運

営 

４・３・２制

のメリット

を生かして，

９年間で育

てる。 

自治活動能力を

育成するために，
ブロック活動(ブ
ロック朝会，ブロ

ックごとの行事)
を充実させる。 

「ブロック目標を達

成することができ

た。」と答えている学

園生の割合(４，７，

９年) 

80% 

【前期】 
100% 
【中期】 
68.8% 
【後期】 

86.2% 

 115 Ａ 

【前期】どの学年においても自己評価が高い。目指す姿を

意識させたり行事等のたびに目標と振り返りを行ったり

することで，ブロック目標を意識して目指す姿の共通認識

を図った成果である。一方で教職員の見取りとはズレがあ

る。 

 

【中期】５，６年生は目標を「意識する」だったため肯定

評価が高く，７年生は目標を「達成する」だったため肯定

評価が低かった。どの学年も，「自己をふり返り，自律す

る。」に課題が見られる。 

 

【後期】目標を意識して活動に取り組んでいるが，活動中

の緊張感，報告や意見発表における深い考察が欠けている

生徒がいる。今後はさらなる「質の向上」を目指し粘り強

く指導していく必要がある。また，「ブロック目標を達成

できた」の教職員評価が80%を下回っている。明確な「リ

ーダー像」を生徒に伝えきれていないことによる教師生徒

間のずれが原因と考えられる。 

７年から宮島学園に入る子が

いるので，その子たちにも早く

ブロックや小中一貫の良さを

理解してもらえるように取組

を考えてほしい。 

【前期】２学期はじめのブロック朝会でどんな姿が目標を達成した

姿かを，前期の学園生にも分かるように目標の具体化をし説明をす

る。ブロックで集まる機会では，ブロック目標と照らし合わせた振

り返りを行う。 

 

【中期】目標の掲示を行い，目標を意識して生活できるようにする。

各行事でブロック目標を活用する。行事ごとに異なる学園生にリー

ダーの役割を与える。 

 

【後期】１学期は取組に個人差がでた。２学期は全員が目標を達成

するため，継続的な指導と全員が練習する機会（掃除・委員会などの

異年齢活動）を与える。また，明確なリーダー像を生徒に周知するた

め，具体的なリーダーの要素を文字で掲示し，異年齢活動を中心に，

常日頃から生徒に意識させる。 

「ブロック目標を達

成しようと意識する

ことができた。」と答

えた学園生の割合

(１，２，３，５，６，

８年) 

80% 

【前期】 
87.0% 
【中期】 
84.0% 
【後期】 

77.5% 

 108 Ａ 

地域の財産

（歴史，文

化，自然）を

学ぶ教育体

系の確立 

自己の将来，

宮島の将来

を考える力

を育てる。 

生活・総合的な学
習の時間の授業

で，地域の教材を
もとに考えたこ
とを，ICTなどを

活用して自分の
ことばで表現さ
せる。 

「自分が伝えたいこ

とを筋道立てて伝え

る力がついた。」と答

えた学園生の割合 

70% 82.9%  118 Ａ 

・「自分が伝えたいことを筋道立てて伝える力がついた」

と答えた学園生の割合は 82.9%であった。「タブレットを

使うことで勉強が分かりやすくなったと思います。」と肯

定的に答えた学園生は98.3%だったことから，ICT機器を

使って，自分の考えを記録したり，教員ができている姿を

具体的に評価したりして，自信のついた学園生が多いと考

えられる。 

・「授業の『振り返り』を通して，次にやりたいことを見

つけています」と答えた学園生の割合は74.4%であった。

主体的な学習を進めている成果が出てきている。 

前期ブロックからタイピング

ができる姿を見て驚いた。学園

生の表現力を高めるために取

組を進めてほしい。 

・２学期以降は，朝の会・帰りの会や授業で模範となる例を示した

り，ICT機器を活用して，表現したいことを書いたり，ICT機器で友

達の考えを見て，自分の考えを広げたりして，これまで以上に表現

する場を設定して発達段階に応じた表現力の底上げを図る。達成度

や改善を図るために，タブレットを使うことで「文章が書きやすく

なった。」「発表しやすくなった。」という学校評価のアンケート項目

に入れ，教職員の意識づけを行う。 

・次の課題を見つけにくい学園生には，ゴールを明確にして具体的

にそこに向かっていくための視点を与えて取り組ませ支援する。 

「単元の『振り返り』

を通して，次にやり

たいことを見つけて

います。」と答えた学

園生の割合 

70% 74.4%  106 Ａ 

多様な学園

生の育ちの

場の提供 

基本的な生

活習慣（あい

さつ）の確立

をさせる。 

発達段階に応じ

た行動目標を児
童生徒に提示し，
その姿を日々評

価する。 

「あいさつは，自分

から進んでします。」

と答えている学園生

の割合 

90% 89.9%  99 Ｂ ・あいさつをしているが自分で意識していないことが原

因だと考えられる。 

・「あいさつ」に関しては，概ね目標値であったが，学園

生各々の「あいさつ」に関する受け止めの差があり，実情

と異なる可能性がある。 

・あいさつが習慣になっていない学園生がいる。 

 

・異学年交流などの活動や学級集団づくりを通して，学園

生や教師の多様な関わりが深まり，互いの価値を認め合う

ことができていることが原因と考えられる。 

学園生は，地域で出会ったとき

にしっかりあいさつしてくれ

るので，今後自己評価が上がる

と思う。最近は不審者扱いされ

ないために，自らあいさつせず

に見守る大人が増えている。 

・ブロック会でブロックリーダーが呼びかけるなどしてあいさつへ

の意識を高める。 

・教員や学園生が何かをしてもらったら「ありがとう」の言葉がけを

する→「あいさつ」につなげる。 

・全教職員が学園生と関わる，あらゆる場面（授業，掃除，休憩時間

等）において，「学園生自らがあいさつできる」声かけや推進（取組）

を必ず行い，模範となるようにする。学校評価の項目に入れ，意識づ

ける。 

・生徒指導上の問題は少ないが，アセスやアンケートを活用し，未然

防止の観点から，特に学園生同士のつながりを意図的に築き上げる。

また，特に困り感のある学園生に対しては，個別にカウンセリング

につなげ，歩く会を通じて，内容や支援方針を職員朝会や報告書で

共通認識する。 

・異学年交流などの活動を仕組む際，どのような力を身に付けたい

のか明確にできるよう，全教員に異学年交流の心得を配付する。 

多様な価値

を受け入れ，

認め合える

集団をつく

る。 

学園生の特性に

応じた支援につ
いて外部の専門
家と意見交換し，

内容や支援方針
を全教職員で共
通理解する。 

「宮島学園は，安心

して過ごすことがで

きる学校です。」と感

じている学園生の割

合 

90% 94.6%  105 Ａ 

ワークライ

フバランス

のとれた元

気な職場 

目的やスケ

ジュールを

意識するこ

とで，組織的

な取組を実

施する。 

目標達成に向け，
行事のスケジュ
ールを意識し企

画運営委員会，分
掌会及びブロッ
ク会を計画的に

実施し，状況を共
有する。 

タイムマネジメント

を意識することで，

「時間に余裕をもっ

て業務することがで

きた」と感じている

教職員の割合 

67% 50%  75 Ｃ 

・企画運営委員会，分掌会及びブロック会を実施する前に

進捗管理表を配付し，スケジュールを意識させ，計画的に

実施できるようにした。 

・提出物に対して，教頭がきめ細かく早目に指示していな

かったり，〆切の確認ができていなかったりするものがあ

ったりしたため，業務が蓄積する時があった。 

 

先生が島内の行事に参加して

くれるので，子どもの自信につ

ながっていると思う。ありがた

い。宮島で働いてよかったと感

じる先生を増やしたいので，先

生方に島内の行事にもっと関

わってほしい。 

・今後も引き続き前もって，月例予定表，進捗管理表を改善するたび

に配付する。 

・締め切りの期日が明確になるように月例予定表に分掌のすべき取

組を入れ，視覚的に意識させるとともに，声かけをする。 

・学年や専科などの取組については，別紙を準備し関係者に配布す

ることにより，取組内容を意識させる。 

「宮島学園で働いて

よかった」と感じて

いる教職員の割合 
90% 94.4%  105 Ａ 

※ 「評価」の項目については，「達成度」は「報告期の数値／目標値」である。 

「目標値」に対する「達成度」をA～Dで評価する。（A:100％  B:80％以上 C:60％以上 D:60％未満） 

逆転項目の評価については，A(目標値以下)B（目標値～前回数値）C（前回数値より悪化）とする。 


